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2014 年 9 月 18 日にスコットランドでは，イギリス 1からの独立を問う住民投票が実施される
ことになっている。イギリスはイングランド，ウェールズ，スコットランド，北アイルランド
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のうち，保守党は 1 議席を確保したにすぎず，労働党が圧倒的な強さを見せる傾向 5は続いてい
る。労働党大敗という選挙結果は，主にイングランドの結果である（表１）。スコットランドで
は各党ともに議席数に変化はない。ここにもスコットランドの独自性がある。  
＜表１＞主要政党別 2010 年総選挙結果 6      ＜表２＞スコットランド議会政党別議席数 7 
    
（  ）内は前回比。                                            （総議席数 129）  
（注）SNP（Scottish National Party）スコットランド国民党  
 
また，復活したスコットランド議会では，1999 年の第 1 回選挙以来，表２のような各党の獲
得議席数結果となっている。現在，2007 年に僅差で第 1 党となったスコットランド国民党（以




程やスコットランド政府の位置づけについては，山崎 (2011)，富田 (2002)，渡辺 (2001)の先行研
究が詳しい。1979 年に実施された住民投票（投票率 63.3%）では，賛成 51.6%，反対 48.4%で
あったが，絶対得票率 40%の条件が満たされていなかったため見送られた。その後，1997 年総
選挙でブレア労働党政権が成立し，同年再び住民投票（投票率 60.2%）がおこなわれ，賛成 74.3%，















保守党 307（+97) 298(+92) 1(0)
労働党 258(-91) 191(-87) 41(0)




合計 650 533 59
1999 2003 2007 2011
労働党 56 50 46 37
SNP 35 27 47 69
自民党 17 17 16 5
保守党 18 18 17 15
緑の党 1 7 2 2
社会主義者党 1 6 0 0





     
＜写真１＞議会棟内 1 階オープン・スペース ＜写真２＞スコットランド議会棟内本会議場 8     
 




密院令」がスコットランド議会とイギリス議会に提出され，2013 年 2 月に承認された。これに
より，スコットランド議会と政府が住民投票の実施権限を持つことになったのである（自治体
国際化協会ロンドン事務所 2013，石見 2013)。  






程され，住民投票の期日を 2014 年 9 月 18 日に設定することを提案し，こうして 16～17 歳への
投票権拡大と投票日が確定した。  

















と出している。2013 年 2 月に「スコットランドの未来：住民投票から独立，そして成文憲法の
制定へ（Scotland’s Future: from the referendum to independence and a written constitution）」と題す
る政策文書を発表し，さらに 11 月には「スコットランドの未来：独立スコットランドのガイド










16～17 歳へと拡大された有権者を意識した活動をおこなっている（TESS 13 September 2013）。  
    

















が支持をしており，SNP との対立の構図は容易に想像できる。図１と図２はキャンペー 用パ フ
レットである。各ウェブサイトでは連日の意見表明，ソーシャル・メディアによるコメント発信等
のネット・キャンペーンが展開されている 9。また，学校用教材パックの配布など，16～17 歳









評価，学校視察等を担うために 2011 年に関連機関を統合して発足した Education Scotland のウ

















政治的リテラシーの視点から，ここではこの「現代科」に注目しておきたい。   
では，CfE 導入後に発行されたアクティブ・ラーニングのための S1~3（中等教育 1～3 年）
用「現代科」のテキストブック『Third Level, Modern Studies & Citizenship』（Carson, P. & Morrison, 
I. 2012）から，社会科領域の「経験とアウトカム」に組み込まれる政治的リテラシーが実際の
教材ではどのように展開されているのかみてみよう。このテキストは，「1. そうするには」「2. 











れる環境にいる 16～17 歳を念頭にこのテキストの利用を考えれば，5 章は政治的リテラシーを
習得するための重要な位置を占めると言える。  
政治的リテラシーはまた，「シティズンシップのための教育」 (Education for Citizenship)の中
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制定へ（Scotland’s Future: from the referendum to independence and a written constitution）」と題す
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6 December 2013 & 17 January 2014）。賛成・反対の各キャンペーンも熱を帯びている。しかし
ながら，冬休み明けの教室では次のような日常があったという投稿が『タイムズ誌教育（スコ
ットランド）版』に掲載されている（TESS 24 January 2014）。それは，S4（中等教育 4 年）の
クラスで「さあ君たち，今年の重要なイベントは何でしょう？」という教師の問いかけに，ど
れほどヒントを出しても住民投票という答えが思い浮かばない生徒たちの姿である。教師が問





れている（TESS 13 September 2013 & 6 December 2013）。実施したのは，エディンバラ大学を
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れている（TESS 13 September 2013 & 6 December 2013）。実施したのは，エディンバラ大学を








































ンド語はそれらを短期間で超え，2009 年には 2006 年の 3.5 倍を超える児童・生徒数となって
いる。これは東欧やバルト諸国など 2004 年以降の EU 新規加盟国からの移民労働者がイギリス
全体で増加していることの一端を示している 17。スコットランドも移民労働者の目的地の１つ



























ーヴ・チェックランド (2004)が詳しい。  
3 アクティブ・シティズンシップについては，澤野 (2013)を参照。  
4 スコットランドの義務教育は 5～16 歳。初等教育は 5~12 歳 (P1~P7)でイングランドより 1 年長い。中等
教育は 12~18 歳 (S1~S6)でこのうち 16 歳まで (S1~S4)が義務教育にあたる。CfE は就学前の 3 歳から 18 歳
までが対象である。  
5 スコットランドにおける各政党の議席獲得推移など，政治の変化は Brown, A.ほか (1998)が詳しい。    
6 BBC http://news.bbc.co.uk/2/shared/election2010/results/ から筆者作成（2014/1/31 閲覧）。  
7 スコットランド議会 http://www.scottish.parliament.uk/ 2011 年選挙結果より筆者作成（ 2014/1/31 閲覧）。 
8 壁面にはスコットランドの伝統産業であり，経済を支えてきたスコッチ・ウィスキーのボトルがデザイ
市民にも投票権がある。スコットランドでは，家庭での使用言語別の公立学校児童・生徒数（英
語以外）において，2008 年からポーランド語がパンジャブ （イ ドとパキスタ のパンジャ
ブ地方の言語）とウルドゥ （パキスタンの公用語のひとつ）を抜いて第 1 位となっ いる。
パンジャブ語とウルドゥ語は旧植民地からの移民の使用言語であるが，ポーランド語はそれら
を短期間で超え，2009 年には 2006 年の 3.5 倍を超える児童・生徒数となっている。これは東
欧やバルト諸国など 2004 年以降の EU 新規加盟国からの移民労働者がイギリス全体で増加して
いることの一端を示している 17。スコットランドも移民労働者の目的地の１つである。スコッ





















ンされている。写真１と２は 2005 年 3 月に筆者撮影。  
9 図 1 はコメントを書いて返送できるようになっている。図２は 10~20 代向けのパンフレットである。
Better Together は http://bettertogether.net/，Yes, Scotland は http://www.yesscotland.net/の各サイトでパンフ
レット（ダウンロード可）を含めてさまざまな情報を公開している（2014/1/30 閲覧）。  
10 http://www.educationscotland.gov.uk/ また，CfE の形成については森川 (2013)が詳しい。  
11 「経験とアウトカム」のガイダンス文書による。文書は次のサイトから得られる。
http://www.educationscotland.gov.uk/Images/all_experiences_outcomes_tcm4-539562.pdf（2014/1/16 閲覧）。  
12 なお，CfE の導入に伴い資格試験制度も改革され，新しい試験実施は 2014 年からとなっている。制度
改革の評価は今後を待つことになる。  
13 2011 年の暴動とは，同年 8 月にロンドンで発生した黒人男性が警官に射殺された事件をきっかけに，
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18 筆者は 2001 年 11 月に当時エディンバラにあった土曜日の日本語補習校で約 1 ヶ月にわたる見学の機
会を得た。そこで観察できたのは，日本語の図書等の貸借，日本食販売車の訪問による買い物など，朝，
子どもを送ってきた親たちがそのまま授業の終わる昼まで過ごす，週に一度の日本語コミュニティの場と
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